
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 第一回のワークショップで集まった地区の「困りごと」や「自慢」
を踏まえ、第二回のワークショップでは、「困りごとを解決するとど
んな地区になるか」「今ある魅力や取組みを生かして、どんな地区に
していきたいか」を話し合いました。 
その後、目指す地区になるために「今、地区や自分でやっているこ

と」「今後、自分がやってみたいこと」「自分でなくてもやったほうが
いいこと」などのアイデアを出し合い、「地区で目指す姿」「具体的な
取組みの例」としてまとめました。 

 

日時：９月 21日（土）19時～     
場所：中央区団地集会所 
参加者数：14名 

 
 

【中央地区の参加状況】 

 

中央地区 

第二回ワークショップレポート 



 ■中央地区で話し合った目指す姿と具体的な取組みの例 

(目指す姿)

対策の方向性①

対策の方向性②

対策の方向性③

対策の方向性④

　【行政にしてほしいこと】

・空家の再活用について家主とコンタクト

・空家に地域おこし協力隊に住んでもらう

若者が参加しやすいイベント

犬の散歩などで、すれ違う人と積極的に挨拶

ゴミ出しのときなどに挨拶をする

PTA活動を地域活動へ

子育て世代が参加できる場づくり

子どもが自分にできることを「考え」「行動」する

高校内だけでなく地域でアピール

高校に地域行事を依頼する

中学生・高校生も挨拶をする

老若男女が話し合える場をつくる（若者とも交流）

いきいきサロンをやる

一人暮らしの家に訪問する具体的な取組み①

具体的な取組み②

具体的な取組み③ 週に１回フリーカフェを実施する

空家を持ち主了解の上共同集会所にする

自宅周辺を清掃

音楽堂清掃

憩いの場、公園がある 人も企業も自治会参加が当たり前

積極的にみんなが外に出る

老若男女が世代を越えて話し合う場づくり
若い人が地域をひっぱる、おもいやりがあるまち

高校生が地域で活躍

（地区全体の方針）　　若い世代も活躍できる楽しく暮らしやすいまち

「若い世代が活躍できる」まち「みんながまちづくりに参加」するまち「生活環境がよい」まち 「楽しいイベントがある」まち

世代を越えて参加できるスポーツ
ゴミがない、街灯が多い

みんなで掃除、花がいっぱい
挨拶を交わすまち 子どもからの見守り・声かけ

公園の清掃・花の道の手入れ・クリーン作戦 グラウンド・ゴルフ大会子どもを地域行事につれてくる

ゴミ拾いの日を制定

空家の再活用について家主とコンタクト

地域おこし協力隊に空家に住んでもらう

自らすすんでゴミ出しなどのルールを守る

交差点の赤信号無視に注意をする

タクシーを安く

地元商店、空家活用

自転車の右側通行に注意を促す

公園に遊具を増やす

自動車道路がきれい、レンタル電気自動車
交通マナーがいい（安全な移動）

秋祭りなどのイベント

空家で将来お店を出したい

空家をみんなでリメイク
（地域の大工さんとDIY、高校美術部のペイント）

一人暮らしの家に訪問

見守り活動
具体的な取組み④

清掃あるこう会

健康体操

ドッチビー大会

ペタンク大会

世代を越えて参加できるイベント

夏まつり・秋まつり

野外ライブ

遊びの指導

おしゃれマルシェ

その他のイベント

女性限定おしゃべり会や女子会（飲み会）

子ども会をやる

魅①

魅③

課①
課①

課①

課②

課②

課①

課①

課①

課①
課①

魅③

魅②

魅②

地区の
課題

課①

課②

１．自治会活動が円滑にいかない
・自治会を抜ける人が多く、
　入る人が少ない（３）
・隣近所のおつきあいがない（２）
・公民館等役員のなり手がない（２）
・行事に協力する人が少ない
（高齢化率31.4％／市内10位）

２．地域環境が整っていない
・空き家が多く、雑草や木などが問題
・中央公園にゴミがある
・買い物をするところがない

魅③

地区の
魅力

３．環境がいい
・スポーツ関連施設が身近
・商業施設・病院が近い
・交通の便がいい
・中央公園がある
・五反田公園がある

１．花・自然がいっぱい
・桜がきれい（中桜祭など）
・花いっぱい運動が盛ん
・コウノトリも飛来する

２．地域を見守る人がいる
・交差点で毎日見守りをしてくれる
・認知症の声掛け訓練をやっており、
　地域で活動している

魅①

魅②


